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三重県性暴力の根絶をめざす条例（仮称）中間案（素案）

第１条 目的

第３条 基本理念

新条例の構成・盛り込む内容等

≪１≫【性暴力の根絶】
〇県民の役割に「性暴力をしてはいけない」旨の
文言を入れる必要
→「性暴力を根絶していかなければならない」

≪２≫【当事者主体の原則】
〇被害者等支援は当事者中心の支援を徹底すること
が重要
→「性暴力被害者等を守り、社会全体で支える」
「性暴力被害者等の意思及び立場を尊重する」

≪３≫【二次被害の防止】
〇性暴力被害者等への差別意識や無理解を解消す
る必要
→「不当な差別、偏見及び誹謗中傷行為を許さな
い社会規範の形成」
「二次被害の防止に最大限の配慮を行う」

≪４≫【途切れない性暴力被害者等の支援】
〇相談者には被害直後の者、過去の被害者、被害者
   の周囲の人間等、様々な立場を想定するべき
→「過去の被害を受けた性暴力被害者等も含め、
迅速かつ的確な支援が途切れることなく提供
される」

≪５≫【子どもに対する性暴力への対応】
〇子どもは自分自身で性暴力被害から守ることがで
   きない
→「子ども自身でこれを回避することは困難」
「子どもの性被害の防止及び早期発見並びに
被害を受けた子どもの迅速な保護等のため
に、保護者、地域住民及び関係機関が連携
協力する」

この条例は、性暴力を根絶し、性被害から県民等を守り、性暴力により心身やその尊厳
に侵害を受けた者を支援するため、それらに関し、基本理念やその他の基本となる事項を
定め、県の責務を明らかにするとともに、法令及び三重県犯罪被害者等支援条例（平成31
年三重県条例第3号。以下「支援条例」という。）に定めるもののほか、これらに関する
施策を総合的かつ計画的に推進し、もって県民が安全に安心して暮らせる社会の実現に寄
与することを目的とする。

１ 性暴力は、個人の尊厳を著しく侵害し、その心身に長期にわたり重大な悪影響を及
ぼすものであり、極めて悪質で許されない行為であることから、これを根絶していかな
ければならない。

２ 性暴力の根絶に当たっては、性暴力被害者等を守り、社会全体で支えることを第一
とし、性暴力被害者等の意思及び立場を尊重することを基本とするものとする。

３ 性暴力被害者等への不当な差別、偏見及び誹謗中傷行為を許さない社会の形成に努
めるとともに、性暴力被害者等が支援を求める声を上げやすくなるよう、差別や偏見
等を払拭し、二次被害の防止に最大限の配慮を行うものとする。

４ 性暴力被害者等への支援は、県、県民等、市町、学校等、事業者、医療機関、民間
支援団体その他の支援機関が連携し、過去に被害を受けた性暴力被害者等も含め、必
要な支援が迅速かつ的確に途切れることなく提供されることを旨として推進されなけ
ればならない。

５ 子どもに対する性暴力は、子どもの健全な成長発達に重大な影響を及ぼす極めて重
大な人権の侵害であって、子ども自身でこれを回避することは困難であることから、
子どもの性被害の防止及び早期発見並びに被害を受けた子どもの迅速な保護等のため
に、保護者、地域住民及び関係機関が連携協力するものとする。

【大目的】
〇県民が安全に安心して暮らせる社会の実現に寄与
【中目的】
〇性暴力を根絶し、性被害から県民等を守るとともに、
性暴力被害者等を支援

【小目的】
〇性暴力の根絶・性暴力被害者等の支援に関する基
本理念や基本事項を定める

〇県の責務を明らかにする
〇施策を総合的かつ計画的に推進する
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